





























○三月二十一日、大坂行幸に際して歌二首を詠む。 （ 『桂蔭拾葉』四□春、松尾宗古（茶人、松尾流六代 安政三年四月没） 十三回忌追悼歌を詠む。 （ 『桂蔭拾葉』三）○五月二十日、このころ忠秋の依頼 よっ 高崎正風が山部赤人事跡について周旋する 「忠秋宛正風書簡」 ） ［兼
清］




○九月十八日、後鳥羽天皇・土御門天皇・順徳天皇の三帝ほか南朝諸帝の神霊還京を建白する。 （ 「太政類典」 ）＊明
治六・七年、三帝神霊が大阪水無瀬神宮に合祀される。
○九月十八日、比叡山に紀貫之の墓を探訪する。 （紀貫之石碑） ［兼清］□初冬、 「禁庭残菊」の歌を詠む。 （ 『桂蔭拾葉』二）○十月十三日、明治天皇の第一回東幸に供奉する知人への餞別歌を詠む（翌明治二年の第二回東幸か） 。 （ 『桂蔭拾葉』
四）





□春、 の治世を称える歌を詠む。 （ 『桂蔭拾葉』二）□春、 「春従東来」の歌を詠む。 （ 『桂蔭拾葉』二）□夏、東京に上る大国隆正の留別会で「夏旅」の歌二首 当座題「夏祝」 歌を詠む 翌明治三年か 。 （ 『桂蔭拾葉』
二・三）





















□正月、忠秋家月次歌会で神楽岡若葉の歌を詠む。 （ 『高畠式部全歌集』 ） ［兼清］□春、佐賀の古川松根が殉死したことを聞いて追悼歌を詠む。 （ 『桂蔭拾葉 三）□春、 「花為友」の歌を詠む。 （ 『桂蔭拾葉』二）○三月二十八日、竹内享寿の七回忌追悼歌を詠む。 （遠藤弥四郎氏蔵短冊） ［兼清］○同日、竹内享寿の七回忌追悼歌「暮春夢」の歌を詠む。＊「～いつの年なりけん彼の寺（東寺 のかきつばたのこ
ろおどろかししことなど思ひ出でて」とあり。 （ 『桂蔭拾葉』三）
○四月一日、河瀬格誠に誘われ大原 江文明神祭に行き、歌一首を詠む。 （ 『楊園詠藻』三）□秋、高畠式部ら七 八人と嵯峨で紅葉見をする。 （ 『高畠式部全 集』 ） ［兼清］○九月十二日、尾崎宍夫の薦め より「詠嵐山堰水歌」の長歌一首 （ 『楊園詠藻』三）＊『滝のしぶき』 『京
華新誌』にも所収。某氏添削懐紙あり。




























◎四月五日、宮内省雇歌道御用掛を拝命する。 （ 「心の華」三の九） ［兼清］○四月十日、正風社歌会（於橋場村松平慶永亭）兼題「河辺花」一首を詠む。中山忠能・綾小路有長・三条西季知・
嵯峨実愛・伊達宗城・池田慶徳・毛利元徳・亀井茲監・福羽美静・山内豊誠・松平忠敏・渡忠秋・松平慶永の十三名。＊ただし、忠秋のみ当座探題の歌は収録されていない。 （学習院大学図書館蔵『明治四年正月御歌会留』 ）


















○三月十日、宜野湾朝保編『沖縄集二編』 跋文を記す。 （同書）□五月、宮中月次歌会で新題「望遠鏡」の歌四首 詠む （ 『楊園詠藻』三）□八月、宮中 次歌会で新題「馬車」 歌三首を詠む。 （ 『楊園詠藻』三）□九月、高崎正風編『埋木廼花』が刊行され、歌八首が収録される。＊妻の後瀬の歌一首あり。宮内省十等出仕御歌
掛とあり。 （同書）




□東京在住中、大田垣蓮月から焼物の筆立てを贈られ、その返歌一首を詠む。 （ 『楊園詠藻』三）□宮内省辞職後、明治天皇の写真を下賜されたことを喜び 歌一首を詠む。 （ 『楊園詠藻』三）□特旨により正八位に叙せられる。 （墓碑文）□細辻昌雄が島原の花窓大夫（のち夏子） 嫁に迎え への祝歌を詠む。 （ 「細辻家蔵懐紙」 ） ［兼清］□この年、北野天満宮 祭日 『須磨記後案』序文を記す。 （同書）
（つづく）
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